
別紙 各被告方法に関する主張整理表

被告方法（１－１）

構成 原告の主張 被告主張

（ａ）

（ａ）サービス利用者が有する利用者端末（ＰａｙＰａｙアプリ若しくはブラウザ

が動作するスマートフォン、タブレット及びＰＣ）と、加盟店が有する加盟店端末

（出力形態①においては、ＱＲコードが表示可能な、管理ツールが動作するスマー

トフォン、タブレット及びＰＣ。以下同じ。）と、利用者端末及び加盟店端末と通

信可能であり、サービス利用者のＰａｙＰａｙ残高と加盟店の売上金額をそれぞれ

記憶するＰａｙＰａｙサーバとを用いて、取引金額に対応するＰａｙＰａｙ残高を

利用者のアカウントから減算し、被告が加盟店に対して一定期間ごとに売上金額を

基に算定した精算金（現金）を支払う方法であって、

（ａ）サービス利用者が有する利用者端末（ＰａｙＰａｙアプリが動作するスマートフォ

ン及びタブレット）と、加盟店が有する加盟店端末（出力形態②及び③においては加盟店

端末が存在しない。また、出力形態①においては、ＱＲコードが表示可能な、管理ツール

が動作するスマートフォン、タブレット及びＰＣ。以下同じ。）と、利用者端末及び加盟

店端末と通信可能であり、サービス利用者のＰａｙＰａｙ残高と加盟店の売上金額をそれ

ぞれ記憶するＰａｙＰａｙサーバとを用いて、取引金額に対応するＰａｙＰａｙ残高を利

用者のアカウントから減算し、被告が加盟店に対して一定期間ごとに売上金額を基に算定

した精算金（現金）を支払う方法であって、

（ｂ）
（ｂ）ＰａｙＰａｙサーバ及び利用者端末は、●（省略）●ＰａｙＰａｙサーバ及

び加盟店端末が加盟店情報に紐づくＵＲＬを格納するものであり、

（ｂ）ＰａｙＰａｙサーバ及び利用者端末は、●（省略）●ＰａｙＰａｙサーバ及び加盟

店端末が加盟店情報に紐づくＵＲＬを格納するものであり、

（ｃ） （ｃ）この方法は、 （ｃ）この方法は、

（ｃ－１）

（ｃ－１）支払いの際、利用者端末が、加盟店端末に表示されたＱＲコードを読み

取ることで加盟店情報に紐づくＵＲＬを取得し、これをＰａｙＰａｙサーバに問い

合わせることでＰａｙＰａｙサーバから加盟店の情報（店舗名やロゴ等）を受信

し、サービス利用者が利用者端末に取引金額を自ら手入力し、利用者端末からＰａ

ｙＰａｙサーバに対して当該取引金額が送信されるようになっており、

（ｃ－１）支払いの際、利用者端末が、加盟店端末に表示されたＱＲコードを読み取るこ

とで加盟店情報に紐づくＵＲＬを取得し、これをＰａｙＰａｙサーバに問い合わせること

でＰａｙＰａｙサーバから加盟店の情報（店舗名やロゴ等）を受信し、サービス利用者が

利用者端末に取引金額を自ら手入力し、利用者端末からＰａｙＰａｙサーバに対して当該

取引金額が送信されるようになっており、

（ｃ－２） （ｃ－２）ＰａｙＰａｙサーバは、 （ｃ－２）ＰａｙＰａｙサーバは、

（ｃ－２－

１）

（ｃ―２－１）●（省略）● （ｃ―２－１）●（省略）●

（ｃ－２－

２）

（ｃ―２－２）●（省略）●加盟店情報に紐づくＵＲＬがＰａｙＰａｙサーバに格

納されている加盟店の情報と対応しているか否かの判断とを行うことにより、利用

者及び加盟店の認証を行う認証工程と、

（ｃ―２－２）●（省略）●加盟店情報に紐づくＵＲＬがＰａｙＰａｙサーバに格納され

ている加盟店の情報と対応しているか否かの判断とを行うことにより、利用者及び加盟店

の認証を行う認証工程と、

（ｃ－２－

３）

（ｃ―２－３）利用者端末から、利用者及び加盟店との間の取引金額とその取引金

額の支払い指示を受信する工程と、

（ｃ―２－３）利用者端末から、利用者及び加盟店との間の取引金額を受信する工程と、

（ｃ－２－

４）

（ｃ―２－４）利用者端末から受信した取引金額がＰａｙＰａｙサーバに記憶され

ている利用者のＰａｙＰａｙ残高の残額内であるか否かを判断する工程と、

（ｃ―２－４）利用者端末から受信した取引金額がＰａｙＰａｙサーバに記憶されている

利用者のＰａｙＰａｙ残高の残額内であるか否かを判断する工程と、

（ｃ－２－

５）

（ｃ―２－５）（ｃ―２－４）の工程において残額内であると判断されると、Ｐａ

ｙ　Ｐａｙサーバ内のサービス利用者のＰａｙＰａｙ残高の残額を取引金額の分だ

け減算すると共に、ＰａｙＰａｙサーバ内の売上金額を取引金額の分だけ増額する

工程とを行う

（ｃ―２－５）（ｃ―２－４）の工程において残額内であると判断されると、Ｐａｙ　Ｐ

ａｙサーバ内のサービス利用者のＰａｙＰａｙ残高の残額を取引金額の分だけ減算すると

共に、ＰａｙＰａｙサーバ内の売上金額を取引金額の分だけ増額する工程とを行う

（ｄ） （ｄ）ことを特徴とする支払方法。 （ｄ）ことを特徴とする支払方法。



構成 原告主張 被告主張

（ａ）

（ａ）サービス利用者が有する利用者端末（ＰａｙＰａｙアプリ若しくはブラ

ウザが動作するスマートフォン、タブレット及びＰＣ）と、加盟店が有する加

盟店端末（出力形態①においては、ＱＲコードが表示可能な、管理ツールが動

作するスマートフォン、タブレット及びＰＣ。以下同じ。）と、利用者端末及

び加盟店端末と通信可能であり、サービス利用者のＰａｙＰａｙ残高と加盟店

の売上金額をそれぞれ記憶するＰａｙＰａｙサーバとを用いて、取引金額に対

応するＰａｙＰａｙ残高を利用者のアカウントから減算し、被告が加盟店に対

して一定期間ごとに売上金額を基に算定した精算金（現金）を支払う方法で

あって、

（ａ）サービス利用者が有する利用者端末（ＰａｙＰａｙアプリが動作するス

マートフォン及びタブレット）と、加盟店が有する加盟店端末（出力形態②に

おいては加盟店端末が存在しない。また、出力形態①においては、ＱＲコード

が表示可能な、管理ツールが動作するスマートフォン、タブレット及びＰＣ。

以下同じ。）と、利用者端末及び加盟店端末と通信可能であり、サービス利用

者のＰａｙＰａｙ残高と加盟店の売上金額をそれぞれ記憶するＰａｙＰａｙ

サーバとを用いて、取引金額に対応するＰａｙＰａｙ残高を利用者のアカウン

トから減算し、被告が加盟店に対して一定期間ごとに売上金額を基に算定した

精算金（現金）を支払う方法であって、

（ｂ）

（ｂ）ＰａｙＰａｙサーバ及び利用者端末は、●（省略）●ＰａｙＰａｙサー

バ及び加盟店端末が加盟店情報に紐づくＵＲＬを格納するものであり、

（ｂ）ＰａｙＰａｙサーバ及び利用者端末は、●（省略）●ＰａｙＰａｙサー

バ及び加盟店端末が加盟店情報に紐づくＵＲＬを格納するものであり、

（ｃ） （ｃ）この方法は （ｃ）この方法は、

（ｃ－１）

（ｃ－１）支払いの際、利用者端末が、加盟店端末に表示されたＱＲコードを

読み取ることで加盟店情報及び取引金額に紐づくＵＲＬを取得し、これをＰａ

ｙＰａｙサーバに問い合わせることでＰａｙＰａｙサーバから加盟店の情報

（店舗名やロゴ等）及び取引金額を受信し、

（ｃ－１）支払いの際、利用者端末が、加盟店端末に表示されたＱＲコードを

読み取ることで加盟店情報及び取引金額に紐づくＵＲＬを取得し、これをＰａ

ｙＰａｙサーバに問い合わせることでＰａｙＰａｙサーバから加盟店の情報

（店舗名やロゴ等）及び取引金額を受信し、

（ｃ－２） （ｃ－２）ＰａｙＰａｙサーバは、 （ｃ－２）ＰａｙＰａｙサーバは、

（ｃ－２－

１）

（ｃ－２－１）●（省略）● （ｃ－２－１）●（省略）●

（ｃ－２－

２）

（ｃ－２－２）●（省略）●加盟店情報に紐づくＵＲ　ＬがＰａｙＰａｙサー

バに格納されている加盟店の情報と対応しているか否かの判断とを行うことに

より、利用者及び加盟店の認証を行う認証工程と、

（ｃ－２－２）●（省略）●加盟店情報に紐づくＵＲ　ＬがＰａｙＰａｙサー

バに格納されている加盟店の情報と対応しているか否かの判断とを行うことに

より、利用者及び加盟店の認証を行う認証工程と、

（ｃ－２－

３）

（ｃ―２－３）利用者端末から、利用者及び加盟店との間の取引金額に紐づく

ＵＲＬを受信する工程と、

（ｃ―２－３）利用者端末から、利用者及び加盟店との間の取引金額に紐づく

ＵＲＬを受信する工程と、

（ｃ－２－

４）

（ｃ―２－４）取引金額がＰａｙＰａｙサーバに記憶されている利用者のＰａ

ｙＰ　ａｙ残高の残額内であるか否かを判断する工程と、

（ｃ―２－４）取引金額がＰａｙＰａｙサーバに記憶されている利用者のＰａ

ｙＰ　ａｙ残高の残額内であるか否かを判断する工程と、

（ｃ－２－

５）

（ｃ―２－５）（ｃ―２－４）の工程において残額内であると判断されると、

Ｐａｙ　Ｐａｙサーバ内のサービス利用者のＰａｙＰａｙ残高の残額を取引金

額の分だけ減算すると共に、ＰａｙＰａｙサーバ内の売上金額を取引金額の分

だけ増額する工程とを行う

（ｃ―２－５）（ｃ―２－４）の工程において残額内であると判断されると、

Ｐａｙ　Ｐａｙサーバ内のサービス利用者のＰａｙＰａｙ残高の残額を取引金

額の分だけ減算すると共に、ＰａｙＰａｙサーバ内の売上金額を取引金額の分

だけ増額する工程とを行う

（ｄ） （ｄ）ことを特徴とする支払方法。 （ｄ）ことを特徴とする支払方法。

被告方法（１－２）



構成 原告の主張 被告の主張

（ａ） （ａ）サービス利用者が有する利用者端末（ＰａｙＰａｙアプリ若しくは

ブラウザが動作するスマートフォン、タブレット及びＰＣ）と、加盟店が

有する加盟店端末（出力形態①においては動的ＱＲコードが表示可能な端

末。以下同じ。）と、利用者端末と通信可能であり、また、加盟店端末と

直接又は加盟店のサーバを経由して通信可能である、サービス利用者のＰ

ａｙＰａｙ残高と加盟店の売上金額をそれぞれ記憶するＰａｙＰａｙサー

バとを用いて、取引金額に対応するＰａｙＰａｙ残高を利用者のアカウン

トから減算し、被告が加盟店に対して一定期間ごとに売上金額を基に算定

した精算金（現金）を支払う方法であって、

（ａ）サービス利用者が有する利用者端末（ＰａｙＰａｙアプリが動作するス

マートフォン及びタブレット）と、加盟店が有する加盟店端末（出力形態②に

おいては加盟店端末が存在しない。また、出力形態①においては動的ＱＲコー

ドが表示可能な端末。以下同じ。）と、利用者端末と通信可能であり、また、

加盟店端末と直接又は加盟店のサーバを経由して通信可能である、サービス利

用者のＰａｙＰａｙ残高と加盟店の売上金額をそれぞれ記憶するＰａｙＰａｙ

サーバとを用いて、取引金額に対応するＰａｙＰａｙ残高を利用者のアカウン

トから減算し、被告が加盟店に対して一定期間ごとに売上金額を基に算定した

精算金（現金）を支払う方法であって、

（ｂ） （ｂ）ＰａｙＰａｙサーバ及び利用者端末は、●（省略）●ＰａｙＰａｙ

サーバ及び加盟店端末が加盟店情報に紐づくＵＲＬを格納するものであ

り、

（ｂ）ＰａｙＰａｙサーバ及び利用者端末は、●（省略）●ＰａｙＰａｙサー

バ及び加盟店端末が加盟店情報に紐づくＵＲＬを格納するものであり、

（ｃ） （ｃ）この方法は、 （ｃ）この方法は、

（ｃ－１） （ｃ－１）支払いの際、利用者端末が、加盟店端末に表示されたＱＲコー

ドを読み取ることで加盟店情報及び取引金額に紐づくＵＲＬを取得し、こ

れをＰａｙＰａｙサーバに問い合わせることでＰａｙＰａｙサーバから加

盟店の情報（店舗名やロゴ等）及び取引金額を受信し、

（ｃ－１）支払いの際、利用者端末が、加盟店端末に表示されたＱＲコードを

読み取ることで加盟店情報及び取引金額に紐づくＵＲＬを取得し、これをＰａ

ｙＰａｙサーバに問い合わせることでＰａｙＰａｙサーバから加盟店の情報

（店舗名やロゴ等）及び取引金額を受信し、

（ｃ－２） （ｃ－２）ＰａｙＰａｙサーバは、 （ｃ－２）ＰａｙＰａｙサーバは、

（ｃ－２－

１）

（ｃ－２－１）●（省略）● （ｃ－２－１）●（省略）●

（ｃ－２－

２）

（ｃ－２－２）●（省略）●加盟店情報に紐づくＵＲ　ＬがＰａｙＰａｙ

サーバに格納されている加盟店の情報と対応しているか否かの判断とを行

うことにより、利用者及び加盟店の認証を行う認証工程と、

（ｃ－２－２）●（省略）●加盟店情報に紐づくＵＲ　ＬがＰａｙＰａｙサー

バに格納されている加盟店の情報と対応しているか否かの判断とを行うことに

より、利用者及び加盟店の認証を行う認証工程と、

（ｃ－２－

３）

（ｃ―２－３）利用者端末から、利用者及び加盟店との間の取引金額に紐

づくＵＲ　Ｌを受信する工程と、

（ｃ―２－３）利用者端末から、利用者及び加盟店との間の取引金額に紐づく

ＵＲ　Ｌを受信する工程と、

（ｃ－２－

４）

（ｃ―２－４）取引金額がＰａｙＰａｙサーバに記憶されている利用者の

ＰａｙＰ　ａｙ残高の残額内であるか否かを判断する工程と、

（ｃ―２－４）取引金額がＰａｙＰａｙサーバに記憶されている利用者のＰａ

ｙＰ　ａｙ残高の残額内であるか否かを判断する工程と、

（ｃ－２－

５）

（ｃ―２－５）（ｃ―２－４）の工程において残額内であると判断される

と、Ｐａｙ　Ｐａｙサーバ内のサービス利用者のＰａｙＰａｙ残高の残額

を取引金額の分だけ減算すると共に、ＰａｙＰａｙサーバ内の売上金額を

取引金額の分だけ増額する工程とを行う

（ｃ―２－５）（ｃ―２－４）の工程において残額内であると判断されると、

Ｐａｙ　Ｐａｙサーバ内のサービス利用者のＰａｙＰａｙ残高の残額を取引金

額の分だけ減算すると共に、ＰａｙＰａｙサーバ内の売上金額を取引金額の分

だけ増額する工程とを行う

（ｄ） （ｄ）ことを特徴とする支払方法。 （ｄ）ことを特徴とする支払方法。

被告方法（１－３）



構成 原告の主張 被告の主張

（ａ）

（ａ）サービス利用者が有する利用者端末（ＰａｙＰａｙアプリが動作するスマート

フォン及びタブレット）と、加盟店が有する加盟店端末（ＰａｙＰａｙ　ｆｏｒ　Ｂ

ｕｓｉｎｅｓｓアプリが動作するスマートフォン及びタブレット）と、利用者端末及

び加盟店端末と通信可能であり、サービス利用者のＰａｙＰａｙ残高と加盟店の売上

金額をそれぞれ記憶するＰａｙＰａｙサーバとを用いて、取引金額に対応する　Ｐａ

ｙＰａｙ残高を利用者のアカウントから減算し、被告が加盟店に対して一定期間ごと

に売上金額を基に算定した精算金（現金）を支払う方法であって、

（ａ）サービス利用者が有する利用者端末（ＰａｙＰａｙアプリが動作するスマート

フォン及びタブレット）と、加盟店が有する加盟店端末（ＰａｙＰａｙ　ｆｏｒ　Ｂ

ｕｓｉｎｅｓｓアプリが動作するスマートフォン及びタブレット）と、利用者端末及

び加盟店端末と通信可能であり、サービス利用者のＰａｙＰａｙ残高と加盟店の売上

金額をそれぞれ記憶するＰａｙＰａｙサーバとを用いて、取引金額に対応する　Ｐａ

ｙＰａｙ残高を利用者のアカウントから減算し、被告が加盟店に対して一定期間ごと

に売上金額を基に算定した精算金（現金）を支払う方法であって、

（ｂ） （ｂ）ＰａｙＰａｙサーバ及び利用者端末は、●（省略）● （ｂ）ＰａｙＰａｙサーバ及び利用者端末は、●（省略）●

（ｅ） （ｅ）この方法は、 （ｅ）この方法は、

（ｅ－１）

（ｅ－１）支払いの際、加盟店端末が、利用者端末のＰａｙＰａｙアプリ上に表示さ

れたＱＲコードを読み取ることでワンタイムコードを取得し、加盟店端末からＰａｙ

Ｐａｙサーバに対してワンタイムコード及び加盟店ＩＤが送信されるようになってお

り、

（ｅ－１）支払いの際、加盟店端末が、利用者端末のＰａｙＰａｙアプリ上に表示さ

れたＱＲコードを読み取ることでワンタイムコードを取得し、加盟店端末からＰａｙ

Ｐａｙサーバに対してワンタイムコード及び加盟店ＩＤが送信されるようになってお

り、

（ｅ－２） （ｅ－２）ＰａｙＰａｙサーバは、 （ｅ－２）ＰａｙＰａｙサーバは、

（ｅ－２－１）

（ｅ－２－１）加盟店端末から受信した加盟店ＩＤがＰａｙＰａｙサーバに格納され

ている加盟店の情報と対応しているか否かの判断と、加盟店端末から受信したワンタ

イムコードがＰａｙＰａｙサーバに格納されている利用者の情報と対応しているか否

かの判断を行うことにより、利用者及び加盟店の認証を行う認証工程と、

（ｅ－２－１）加盟店端末から受信した加盟店ＩＤがＰａｙＰａｙサーバに格納され

ている加盟店の情報と対応しているか否かの判断と、加盟店端末から受信したワンタ

イムコードがＰａｙＰａｙサーバに格納されている利用者の情報と対応しているか否

かの判断を行うことにより、利用者及び加盟店の認証を行う認証工程と、

（ｅ－２－２）
（ｅ―２－２）加盟店端末から、利用者と加盟店との間の取引金額とその取引金額の

受取り指示を受信する工程と、

（ｅ―２－２）加盟店端末から、利用者と加盟店との間の取引金額を受信する工程

と、

（ｅ－２－３）
（ｅ―２－３）加盟店端末から受信した取引金額がＰａｙＰａｙサーバに記憶されて

いる利用者のＰａｙＰａｙ残高の残額内であるか否かを判断する工程と、

（ｅ―２－３）加盟店端末から受信した取引金額がＰａｙＰａｙサーバに記憶されて

いる利用者のＰａｙＰａｙ残高の残額内であるか否かを判断する工程と、

（ｅ－２－４）

（ｅ―２－４）（ｅ―２－３）の工程において残額内であると判断されると、Ｐａｙ

Ｐａｙサーバ内のサービス利用者のＰａｙＰａｙ残高の残額を取引金額の分だけ減算

すると共に、ＰａｙＰａｙサーバ内の売上金額を取引金額の分だけ増額する工程とを

行う

（ｅ―２－４）（ｅ―２－３）の工程において残額内であると判断されると、Ｐａｙ

Ｐａｙサーバ内のサービス利用者のＰａｙＰａｙ残高の残額を取引金額の分だけ減算

すると共に、ＰａｙＰａｙサーバ内の売上金額を取引金額の分だけ増額する工程とを

行う

（ｄ） （ｄ）ことを特徴とする支払方法。 （ｄ）ことを特徴とする支払方法。

被告方法（２－１）



構成 原告の主張 被告の主張

（ａ）

（ａ）サービス利用者が有する利用者端末（ＰａｙＰａｙアプリが動作する

スマートフォン及びタブレット）と、加盟店が有する加盟店端末（被告サー

ビスに対応したＰＯＳ端末）と、利用者端末と通信可能であり、また、加盟

店端末と直接又は中間決済事業者を経由して通信可能である、サービス利用

者のＰａｙＰａｙ残高と加盟店の売上金額をそれぞれ記憶するＰａｙＰａｙ

サーバとを用いて、取引金額に対応するＰａｙＰａｙ残高を利用者のアカウ

ントから減算し、被告が加盟店に対して一定期間ごとに売上金額を基に算定

した精算金（現金）を支払う方法であって、

（ａ）サービス利用者が有する利用者端末（ＰａｙＰａｙアプリが動作するス

マートフォン及びタブレット）と、加盟店が有する加盟店端末（被告サービス

に対応したＰＯＳ端末）と、利用者端末と通信可能であり、また、加盟店端末

と直接又は中間決済事業者を経由して通信可能である、サービス利用者のＰａ

ｙＰａｙ残高と加盟店の売上金額をそれぞれ記憶するＰａｙＰａｙサーバとを

用いて、取引金額に対応するＰａｙＰａｙ残高を利用者のアカウントから減算

し、被告が加盟店に対して一定期間ごとに売上金額を基に算定した精算金（現

金）を支払う方法であって、

（ｂ） （ｂ）ＰａｙＰａｙサーバ及び利用者端末は、●（省略）● （ｂ）ＰａｙＰａｙサーバ及び利用者端末は、●（省略）●

（ｅ） （ｅ）この方法は、 （ｅ）この方法は、

（ｅ－１）

（ｅ―１）支払いの際、加盟店端末が、利用者端末のＰａｙＰａｙアプリ上

に表示されたバーコードを読み取ることでワンタイムコードを取得し、加盟

店端末から直接又は中間決済業者を介してＰａｙＰａｙサーバに対してワン

タイムコード及び加盟店ＩＤが送信されるようになっており、

（ｅ―１）支払いの際、加盟店端末が、利用者端末のＰａｙＰａｙアプリ上に

表示されたバーコードを読み取ることでワンタイムコードを取得し、加盟店端

末から直接又は中間決済業者を介してＰａｙＰａｙサーバに対してワンタイム

コード及び加盟店ＩＤが送信されるようになっており、

（ｅ－２） （ｅ―２）ＰａｙＰａｙサーバは （ｅ―２）ＰａｙＰａｙサーバは

（ｅ－２－１）

（ｅ―２－１）加盟店端末から直接又は中間決済業者を介して受信した加盟

店ＩＤがＰａｙＰａｙサーバに格納されている加盟店の情報と対応している

か否かの判断と、加盟店端末から受信したワンタイムコードがＰａｙＰａｙ

サーバに格納されている利用者の情報と対応しているか否かの判断を行うこ

とにより、利用者及び加盟店の認証を行う認証工程と、

（ｅ―２－１）加盟店端末から直接又は中間決済業者を介して受信した加盟店

ＩＤがＰａｙＰａｙサーバに格納されている加盟店の情報と対応しているか否

かの判断と、加盟店端末から受信したワンタイムコードがＰａｙＰａｙサーバ

に格納されている利用者の情報と対応しているか否かの判断を行うことによ

り、利用者及び加盟店の認証を行う認証工程と、

（ｅ－２－２）
（ｅ―２－２）加盟店端末から、利用者と加盟店との間の取引金額とその取

引金額の受取り指示を受信する工程と、

（ｅ―２－２）加盟店端末から、利用者と加盟店との間の取引金額を受信する

工程と、

（ｅ－２－３）

（ｅ―２－３）加盟店端末から受信した取引金額がＰａｙＰａｙサーバに記

憶されている利用者のＰａｙＰａｙ残高の残額内であるか否かを判断する工

程と、

（ｅ―２－３）加盟店端末から受信した取引金額がＰａｙＰａｙサーバに記憶

されている利用者のＰａｙＰａｙ残高の残額内であるか否かを判断する工程

と、

（ｅ－２－４）

（ｅ―２－４）（ｅ―２－３）の工程において残額内であると判断される

と、Ｐａｙ　Ｐａｙサーバ内のサービス利用者のＰａｙＰａｙ残高の残額を

取引金額の分だけ減算すると共に、ＰａｙＰａｙサーバ内の売上金額を取引

金額の分だけ増額する工程とを行う

（ｅ―２－４）（ｅ―２－３）の工程において残額内であると判断されると、

Ｐａｙ　Ｐａｙサーバ内のサービス利用者のＰａｙＰａｙ残高の残額を取引金

額の分だけ減算すると共に、ＰａｙＰａｙサーバ内の売上金額を取引金額の分

だけ増額する工程とを行う

（ｄ） （ｄ）ことを特徴とする支払方法。 （ｄ）ことを特徴とする支払方法。

被告方法（２－２）


